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令和 5年度 利用連定期総会  
   

今年度の第 24回定期総会は 4月 22日に３年ぶりに対面での開催となりました。 

まだ油断のできない状況ですが、基本的対策を行いながら、安全に公民館行事の実施が 

できればと思います。 皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

☆ 新  会  長  挨  拶 ☆ 

 
                             令和 5 年度 上北台公民館利用者連絡会会長 
                                           ともにクラス会 後藤祥夫 

 
本年度、上北台公民館利用者連絡会会長に就任いたしました後藤祥夫（ごとうよしお） 

と申します。４年目のスタートを切ったばかりの人権問題を学習するグループ 
「ともにクラス会」の代表をしています。よろしくお願いいたします。 
公民館は 2 人以上の会員により組織されたグループが使用できる「集団学習」の場です。 

仲間と知識や技術を研鑽しあいながら、それを向上させる社会教育施設です。 
利用者連絡会はあくまでも任意の組織ではありますが、その行事に積極的にご参加いただき、
普段の活動から少しだけ視界を拡げていただいて他のグループと交流を深め、またご自分の 
グループの PR をする場として活用していただければと思っています。新体制の役員一同、 
魅力的な行事が具体化できるよう努力してまいります。 

 
 
 
 

☆ 会 長 退 任 挨 拶 ☆ 

令和 3・4 年度 上北台公民館利用者連絡会会長 

断層の会 丸山真弓 

 
 令和 4 年度は、公民館有料化問題で揺れた年でした。 
会を立ち上げ、できる限りの活動をしてきましたが、年度内には結論が出ませんで 
した。そこはとても心残りですが、今後のことは、次期役員の方にお任せします。 
今後は断層の会の代表として、利用連の活動に関心をもち、行事の時にはできる限 
り協力したいと考えています。 
今年度で退任される方、お疲れさまでした。 
次年度の役員のみなさん、どうぞよろしくお願いいたします。 
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上北台公民館利用者連絡会第 24回定期総会 

3 年ぶりに開催される 
 4 月 22 日土曜日、301 号室にて「上北台公民館利用者連絡会第 24 回定期総会

～利用者と一体になれる連絡会作りを目指して～」が開催されました。上北台公

民館富田館長、利用者連絡会丸山会長の挨拶の後、本日の出席は加盟している 31

グループのうち、出席が 23 グループ、委任状の提出が７グループで総会の成立

が確認されました。総会の議長に「おとなの社会科」代表の柴田さんが、書記に

利用者連絡会書記担当の佐藤さんと「断層の会」の那須さんが選任され、議事が

進められました。 

 議事の結果、「令和 4年度活動報告」「令和 4年度会計報告」「令和 4年度会計

監査報告」、引き続いて「「令和 5年度役員候補・承認」「令和 5年度活動方針案」

「令和 5年度予算案」が原案通り、承認されました。皆様、ご協力ありがとうご

ざいました。 

 最後に、参加者から「「 公民館有料化』に関し、令和 4年度の 4館合同の活動

は終了されたが、市に対し公開討論会の開催の申し入れをしてほしい」との意見

がありました。また、利用連活動グループ「おとなの社会科」と「キッズ・キッ

チン」からそれぞれ活動の休止が発表されました。長い間、ご苦労様でした。 

令和 5 年度上北台公民館利用者連絡会新役員紹介 

 

3 つのグループから新役員が加わりました。  

「福島の子ども保養プロジェクト」    「愛編会」   「アルバローズ」  

共に頑張りましょう。 

 

  

会   長 後藤 祥夫 ともにクラス会 

副 会 長 清野 成美 LA―C 

書   記 佐藤 賢三 上北どっとネット・カフェ 

会   計 栗原 文男 オレンジリングの会 

広   報 ＊生方 ひとみ アルバローズ 

会 計 監 査 ＊宮村 明利 福島の子ども保養プロジェクト 

公 運 審 新井 純孝 東大和どっとネットの会 

役   員 ＊井藤 静江 愛編会（アイアムカイ） 

「「「「              *：新しく役員になられた方々です。 

 皆さん、よろしくご協力の程、お願い申し上げます。 
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清野（副会長）さんに直撃インタビュー！  

清野さんは上北台公民館利用者連絡会の創設からのメンバー。利用連の生き

字引と噂する人も。利用連の仕事は合計 22 年間ぐらい携わってきたそうです。 

1．利用連の活動を振り返って思い出に残っていることはどんなことですか？  

今年、上北台公民館は開設されて 30 周年を迎えますが、開設の 5 年後に利用

連が出来ました。最初の年に公民館と利用連が手を取り合って「公民館まつり」

を開きました。実行委員会がない時で、利用者と利用連と公民館の三者が手を取

り合いながら一緒になって行ったことが印象に残っています。  

 

2．利用者連絡会は何をしてきたのですか？  

利用者と公民館の中継ぎをしてきました。利用者の公民館に対する意見や要望

を利用連ですい上げて、公民館と話し合ってきました。また、もうひとつ大切な

ことが、グループ間や利用者との親睦や交流を図ってきたことです。  

 

３．利用者連絡会に入っていると何かよい事があるのですか？  

グループのＰＲ活動が出来るのがメリットの一つです。また、利用者の希望や

要請が多ければ、利用連として公民館に対して申し入れが出来ます。例えば、今

回の公民館 4 館利用連会議から市長あてに「公民館有料化の説明会要望書」の提

出などはその具体例でしょう。  

 

４．利用者連絡会の仕組みはどうなっているのですか？  

 ざっくり言うと利用連の構成は、個人ではなく上北台公民館を定期的に利用し

ているグループで成り立っています。総会は年 1 回開催で、利用連の運営に関し

ては、役員会を必要に応じて開催することになっており、現在は月１回開催して

います。役員は総会において、会員の互選により選出され、候補者は公募で、公

募が少ない場合は各グループの輪番制となっています。役員の任期は２年です。 

 

５．利用連なんか必要ないという意見もあるようですが、いかがですか？  

役員を出せないので利用連を退会するグループがありますが、残念です。出せ

ないのであれば、無理にはお願いしていません。役員を出せないでも結構ですか

ら、利用連に参加していただき、利用連の行事として館外学習交流会や新年グル

ープ交流会がありますので、それには是非、参加していただきたいと思います。

そのような場で、個人やグループとしての親睦を深め、情報交換を進めるととも

に、グループの発展につなげていってほしいと思います。  

 

6．これからの利用連はどうあるべきだとお考えですか？  

加入グループを増やす努力をしていきたいと思います。最後になりましたが、

日頃の公民館職員の方々のご協力に深く感謝したいと思います。（文責  栗原）  
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三線練習会 
 

 

【活動日】 毎週木曜日 

【時 間】 午前 9時～12時 

【会 費】 なし 

 

《活動紹介》 三線の練習・演奏 

 三線を通して、沖縄・奄美群島の生活や文化

にふれてみましょう。 

現在、市民文化祭での演奏にむけて、練習中で

す。 

 

    

 

中央琴菊会 
 

 

【活動日】 毎月 2回 第 2・4金曜日 

【時 間】 午前 9時～12時 

【会 費】 4,000円 

 

《活動紹介》 大正琴の練習・演奏 

 懐かしい唱歌・童謡・ジャンルをとわず、流

行の曲の練習と演奏をしています。  

 

 

 

 

 

 

 

  アルバローズ 
 

 

【活動日】 毎月１回 第 3金曜日 

【時 間】 午後 1時半～午後 4時 

【会 費】 3,000円 

    

《活動紹介》 フラワーアレンジメント 

 花好きで、興味のある人達が集い、季節に合

わせたアレンジを、安く勉強しています。 

 

 

         

 

コールポピー 
 

 

【活動日】 毎月３回～４回 土曜日 

【時 間】 午前 9時～12時 

【会 費】 3,000円 

 

《活動紹介》 女性コーラス 

 30年以上続いている、グループです。 

練習日は、歳を忘れて、歌って、喋って、楽し

い時を過ごしています。 

    


